
「日本嫌気性菌感染症学会雑誌」投稿規定

（2014年11月　制　　定）

（2015年2月　一部改訂）

（2015年10月　一部改訂）

（2017年3月　一一部改訂）

（2018年3月　一部改訂）

　本誌に投稿，掲載を希望する論文は，嫌気性菌感染症に関する内容を有するもので，他誌に発表され

ていない，かつ投稿中でないものとする．但し，他誌に英文で掲載されたものは同一内容を和文で本

誌に投稿することは許可する．二重投稿および同時投稿でない旨を明記し，著者全員が署名した誓約

書を添付すること．筆頭または論文の責任者（Corresponding　author）は投稿時に日本嫌気性菌感染

症学会会員であることが必要である（Letter　to　the　editorは本学会会員でなくても良い）．入会手続き

は，日本嫌気性菌感染症学会事務局（愛知医科大学病院感染症科内：Tel．0561－61－1842）まで問い合

わせのこと．論文は，原則として，和文または英文とする．

和文投稿規定

1．原著，症例報告の投稿形式は，論文題名，著者名，所属施設名（和，英併記のこと），和文要旨，

　　英文抄録，索引用語（4語以内，日本語），本文，文献とする．図表の説明は特に問わない．

　　Letter　to　the　editorは，本文，図表，索引用語とする（本学会誌に掲載された論文以外の内容に

　　関するletterも掲載対象とする）．原著の論文形式は，はじめに，対象および方法，成績（結果），

　　考察，結論の順に記載する．著者連絡先は，住所，電話番号を併記する．論文の著者数について

　　は人数制限を設けない．

　　他誌に英文で掲載された同一内容を和文で本誌に投稿する場合には，論文内に以下の記載をする．

　　・論文の最後に和文で「付記．本論文の内容は「雑誌名，巻，号，ページ，発行年」に掲載済み

　　　である．

　　・英文抄録内に「This　manuscript　has　already　published　in　English（雑誌名，巻，号，

　　　ページ，発行年）．」

2．用語は新仮名遣いを用い，本文中の外国人名は原語で，薬品については一般名で掲載する．薬剤

　　名については，「日本化学療法学会抗菌化学療法用語集」（電子版）に準ずる．細菌学名は学名を

　　用いイタリック体とする．また，論文中にしばしば繰り返し登場する用語については略語を用い

　　て差し支えないが，とくに慣用されているものを除き，初出の際は完全な用語を記載し，以後，

　　略語を使用する旨記述する．（例）minimum　inhibitory　concentration（最小発育阻止濃度；

　　以下，MIC）

3．英文抄録は，論文タイトル，著者名，所属施設名を含めて，A4用紙に10．5ポイント文字ダブル

　　スペース1枚とする．

4．文献の記載方法：

　　a）記載川頁序の引用順とし，本文中に肩付番号を付すこと、

　　b）欧文誌はIndex　Medicusにならい，著者名，題名，雑誌名，西暦年号，巻数，頁数（始一

　　　　終）の順に記載する．

　　c）和文誌についても欧文誌に準ずる．

　　d）誌名略記は，邦文文献は医学中央雑誌刊行会の略とし，外国文献については国際略語規約に

　　　　準じたIndex　Medicus所載のものとする．
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　　　（例）1）三鴨廣繁，山岸由佳，澤村治樹，他：癌性腹膜炎患者に認められたClostriditim

　　　　　　　sordθ11∬による菌血症の一例．日本嫌気性菌感染症研究2011；41：117－125．

　　　（例）2）Mikamo　H，　Kawazoe　K，　Sato　Y，　et　a1．：Preterm　labor　and　bacterial　intra－

　　　　　　　amniotic　infection：arachidonic　acid　liberatiOn　by　phospholipase　A2　of　Prevotel／a

　　　　　　　bivia．　Anaerobe　1998；4：209－212．

　e）単行本については，著者名，題名，編者名，書名，巻，版，発行地，発行所，西暦年号，頁数

　　　（始一終）（和文以外のものでは編者名と書名，巻，版を逆の順とする）．

　　　（例）3）三鴨廣繁：3．感染症　クロストリジウム感染症．山口　徹，北原光男，福井次夫編．

　　　　　　　今日の治療指針　私はこう治療している，2012年版．東京，医学書院，2012年1月

　　　　　　　1日．pp．218－219．

　　　（例）4）Thielman　NM，　Wilson　KH．　Antibiotic－associated　colitis（chapter　96）．　In：

　　　　　　　Mandell　GL，　Bennett　JE，　Dolin　R，　eds．　Mandell，　Douglas，　and　Bennetts

　　　　　　　Principles　and　Practice　of　Infectious　Diseases．7th　ed．　Philadelphia：Elsevier

　　　　　　　Churchill　Livingstone，2010；1375－1388．

　f）著者名は3名までは併記し，それ以上は「他」または「eta1．」として記載する．

5．投稿要領について：

　a）原稿は横書き400字詰A4判の原稿用紙様式とし，投稿形式を明記する．ワードプロセッ

　　　サー使用の場合，1頁400字とし，活字はA4判，　MS明朝，10．5ポイント、ダブルスペース

　　　とする．

　b）図（写真も含む），表はA4判大の用紙に貼付し，そのまま印刷可能な明瞭なものが望ましい．

　　　トレースを必要とする場合は実費を徴収する．写真は原則的にはモノクロとし，図表は1枚

　　　につき原稿用紙1枚分とする．

　c）著者校正は1回限りとする．校正用ファイル（ゲラ刷り）について，誤字・脱字・写真画像

　　　の鮮明度等，正確に粗版されていることを確認する．返送期日を厳守すること．

　d）論文の枚数の制限は問わない．

【表】

論文形式 本　文　　　図　表 和文要旨　英文抄録 索引用語

総説 枚数不問 字数不問 4語以内

トピックス

原著

症例報告

1」etter　to　the　editor

6．投稿料については，別途定める．カラー掲載を希望する場合には投稿者の実費負担とする．別冊

　　については実費（依頼論文は30部まで無料とする）とし，料金徴収後に送付する．希望別冊数は

　　50部単位で校正刷に明記の上，申し込むこと．

7．投稿論文の採否は編集委員会の審査により決定し，可及的速やかに筆頭論文著者に通知する．

8．投稿規定は，改正することがある．

9．論文の送付先二郵便番号480－1195　愛知県長久手市岩作雁又1番地1

　　　　　　　　　愛知医科大学病院　感染症科内　日本嫌気性菌感染症学会　事務局

　　　　　　　　　電話・FAX：0561－61－1842　メール：kenkiamu＠aichimed－u．　ac．　jp

10．原稿ファイルの作成について：

　　著者は，本文，文献，和文要旨，英文抄録を以下の規定に従って入力し，提出するものとする．
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　　●欧文，数字，小数点，斜線（／）などは半角を使用

　　●句読点はピリオド（．）とコンマ（，）を使用

　　●データはメールに添付して送付するか，CDまたはDVDに保存して郵送する．データファイル

　　　には氏名，入力機種，システム名，Versionを明記する．また併せて印刷したものを一部送付

　　　する．

11．人体を対象とした研究では，ヘルシンキ宣言に述べられているように，科学的および倫理的規範

　　に準ずる．被検者には研究内容についてあらかじめ十分に説明し，自由意志に基づく同意（イン

　　フォームドコンセント）が必要である．わが国の国家の指針（下記）に則ることはもとより，研

　　究課題によっては，所属施設の倫理委員会またはこれに準じるものの承認が必要となる．

　　動物を対象とした研究では，動物愛護の立場から適切な実験計画を立て，全実験期間を通じて飼

　　育および動物の管理に配慮することが必要である．

　　調査研究などについては，「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針文部科学省，厚生労働

　　省　http：／／wwwlifescience．mext．go．jp／files／pdf／nl443＿O　l．pdf」に則るか，これに準じた施

　　設内基準を満たしていること．

　　ヒトゲノム・遺伝子解析研究においては，人間の尊厳および人権を尊重し，社会の理解と協力を

　　得て，適正に研究を実施する「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針文部科学省，厚生

　　労働省，経済産業省　http：／／wwwlifescience．mext．go．jp／files／pcif／40＿126．pdf」に則るか，

　　これに準じた施設内基準を満たしていること．

　　遺伝子治療臨床研究については，「遺伝子治療臨床研究に関する指針文部科学省，厚生労働省

　　http：／／wwwlifescience．mext．go．jp／files／pdf／6＿7．pdf」に則るか，これに準じた施設内基準を

　　満たしていること．

12．著者全員について利益相反のある金銭上または私的な関係をすべて明らかにしなければならない．

　　1）自己申告すべき内容がない場合は，論文の末尾に，「利益相反自己申告：申告すべきものなし」

　　　　と記載する．

　　2）自己申告すべき内容がある場合は，論文の末尾に以下の記載例の如く記載する．

　　　　（執筆者の記載例）

　　著者AはX株式会社から資金援助を受けている．

　　著者BはX株式会社の社員である．

　　著者CはY株式会社の顧問である．

13．著作権の譲渡

　　論文が受理された時点において，該当論文の著作権が本会に帰属することに著者同意しなければ

　　ならない．

　　ただし，非営利目的の場合のみ，出典（著者名，雑誌名，巻号）を明記し，引用文を挿入すれば，

　　本誌に掲載された論文にアクセスしたり，ダウンロード，複写，分配したりすることを認める（修

　　正を加えたデータの配布は除く）．使用料については，別途定める．本誌に掲載されたすべての

　　論文およびその内容に係る著作権は本会に帰属する．本誌に掲載されたすべての論文およびその

　　内容を本会の許諾なく営利目的または商業目的で使用することを禁ずる．
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